
 

 

  

ぼくたちの気
き

付
づ

かないと

ころで、生物多様性が 

失われているんだね。 

計画
けいかく

期間
き か ん

 2019年度
ね ん ど

から 2028 年度までの 10年
ねん⅛╪
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χḕẽ ρσμοΜϘβʻ ΥﬞϩϦϥρʺꜛ χ 

ἻϙϜﬞϩϦοΰϘΜϘβʻ 
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ねんりょう
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げんりょう
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ςʺ ᶨ
せいかつ

τ σϜχβϓοΥʺ ΥϜθϣβꜛ χἻϙπβʻ 

生物多様性に危機
き き

が迫
せま

っている！？ 

生物多様性は、人間が生

きていく上
うえ

で絶対
ぜったい

に欠
か

か

せないものなんだ。 

 
ẉ ר ᵂ ╠ ʺ ԍᶦ 

地球温暖化
おん だんか

などの気候
き こ う

の変化

で、すみかを変
か

えることが難
むずか

しい生きものが 

絶滅
ぜつめつ

の危機にさら 

されています。 

᷂ ṑ Ẁӓ 

プラスチックなどの

分解
ぶんかい

されにくい化学

物質が、生きものに

悪
わる

い影響を及ぼすこ

とがあります。 

ӓἶ  
外来種が、その地域

にもともといた生

きものを食
た

べたり、

すみかをうばった

りしています。 

Ẇ  

里山の森林
しんりん

などの管理

が不足
ふ そ く

しているため、

そこをすみかとする 

生きものが減
へ

って 

います。 

ῇ ʥ  ˲ Ҳ ◙  

農薬
のうやく

を大量
たいりょう

に使
つか

うことや、 

必要以上
いじょう

に森の木
き

を切
き

る

ことは、生きもののすみか 

に影響を及
およ

ぼすことが 

あります。 

い

ΦϜχʺϋρʺΨϣΰΥνσΥϤ 
ゆた

Τσ ᴟ
ぶ ん か

ϬӾ
はぐく

ϚϘκ 

♆
わたし

θκψʺ Τϣ
う

ϙ
だ

ήϦϥꜛ
し ぜ ん

χἻ
めぐ

ϙτ◦
ささ

ΠϣϦοΜϘβʻ 

ԁ
いっぽう

π ψʺ ḧ
にんげん

χᶨ
かつどう

Ϟ Ẕ
ちきゅう

ḕẽ
かんきょう

χ ᴟ
へ ん か

τϢϤﬞ
うしな

ϩϦννΚϥθϛʺ

ԁ
ひ と り

ԁ Υꜛ
じ ぶ ん

ꜛ
じ し ん

χ
もんだい

ρΰοΰ
む

Φ›
あ

Μʺ
あら

θσԁ
い っ ぽ

Ϭ
ふ

ϙ βάρΥ
ひつよう

ρσ 

μοΜϘβʻ 

ự
み ぢ か

σ
みどり

Ϟ ΦϜχτ
め

ϬΰΪʺꜛ ρρϜτ Φϥ Τσּזᵓ
しゃかい

Ϭ ◙
め ざ

ΰοΜΦ 

ϘΰϡΞʻ 

♥ ′↨ᶸ Ш ͑ ♥ ′↨ᶸɏɶȭȠɁɕВֿ̱  

 

ɉəɱȩɈɖɑ 
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ɞɧȳȫȵȫɔ 

ȩɭȹɝ ȢɊȵɅ ɈɝȠȰɍ 

ȱȳȬ 

生物多様性って何
なん

だろう？ 

 
文京区生物
ぶんきょうくせいぶつ

多様性
たようせい

地域
ち い き

戦
せん

略
りゃく

 

出典）「こども環境白書2016」（環境省） 



 

 

 
文京区の「むかし」と「いま」 

Τνο Ỹ̋
く な い

τψΜΨνΤχ
かわ

Υ
なが

Ϧʺ
すいでん

Υῲ
ひろ

ΥμοΣϤ Ш̋ЌиϞϸϵиσςΥ
おお

Ψᾋ
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ϣ
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ゆうすい

σςπΰΤ ΦϣϦσΜ
とくちょうてき

σ ΦϜχΥᾋϣϦʺ₈
いま

πϜЂмϹИϬ

ᾋϥάρΥπΦϘβʻ 

緑と緑の「つながり」が大切
たいせつ
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文京区の調査
ちょうさ

で確認
かくにん

された動物
どうぶつ

・植物
しょくぶつ

は 1,000種以上※  

多種多様
た し ゅ た よ う

な生きも

のが、それぞれの

特徴に合
あ

わせた場

所で暮らしている

よ。 
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Ħ˹ȉ ȐǞǭǋȅǠ 

大
おお

きな緑が道
どう

路
ろ

の木や庭
にわ

、花
か

壇
だん

、公園
こうえん

などでつながると、生きものたち

の行
ゆ

き来
き

がしやすくなって、数
かず

や種類も増えることが期
き

待
たい

できるよ。 
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緑と緑のつながり 

開発で創られた緑 
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 生物多様性の拠点 

  

≤  

 

 ↕ↄ╠  

897  

  

 

 

  

  

  

 

 

写真提供）公益財団法人東京都公園協会 写真提供）公益財団法人東京都公園協会 

 
֓ Ƽ ˬӢ ⁸ɜȷȽɶɕɧɱ ₳ 23 ₴ 3 ƽƼ ˬӢ ǵḨ ₳ 11 ₴ 3 ƽ 

Ħ1Ƽ ẉ ȈǗȑǵר
ȆǨ

ƽǶƲΌǵ ȋ Ʋ Ǳ Ǳǰǲ
Ǽ

ȓǱǓȐƲ ẉ ǵר ǯǱǪǭǋȒ șȈǗȒǚǯǓ
ǮǔȒȱɶȷǮǠƳ 

  

 



 

 

 

 

 

むかしと変わらず私たちの身近なところで暮らす生きものの一つ 

に、ニホンヤモリがいます。作物
さくもつ

や人間に、危
き

害
がい

を与
あた

えるような小
ちい

さ

な虫
むし

を食べてくれることから、「家
や

守
もり

」という名
な

前
まえ

がついています。 

 

チョウは、蜜
みつ

を吸
す

うために色々
いろいろ

な花
はな

に集
あつ

まり

ますが、幼虫は、決まった種類の植物しか食

べません。例えばアオスジアゲハの幼虫は、

公園や寺・神社によく植えられているクスノ

キの葉を食べて育
そだ

つので、まちなかでもよく

見ることができます。 

ʺσςπψה῝ ΠϣϦοΜϥ τϢμοᾋϣϦϥЎдϳΥӸ
ちが

ΞϢ˂ 

 

大きな木が生い茂る緑には、タヌキも暮らしています。区内に

は「狸坂
たぬきざか

」という地名
ち め い

もあり、古
ふる

くからタヌキたちが暮らし続
つづ

 

けていることがわかります。 

 

公園の大きな池や神田川に暮らしているカワ

セミは、瑠璃
る り

色
いろ

に輝
かがや

く飛
と

ぶ宝石
ほうせき

と言
い

われてい

ます。運
うん

がよければ水中
すいちゅう

にダイブして魚
さかな

を

獲
と

る所
ところ

が見られるかもしれません。 

どんな生きものに出
で

会
あ

えるかな！？ ～生きものマメ知
ち

識
しき

～ 

ẰỸπψ ᵳ̋Ϟ ʺ ◊Κϥⱬ
てら

ʾ Ϟזּ ʺה χ Μ σςχḕẽτΞϘΨ ᴂ
てきおう

ΰθ ΦϜχθκΥ ϣΰοΜϘβʻ
み

χᵕ
まわ

ϤτϜ Ϣ̋Ψ Ϭổ
こ

ϣβρ Ψχ ΦϜχΥᾋ

νΤϥψγπβʻεϋʺ
さが

ΰοḢ╔
かんさつ

ΰοϙοΨιήΜʻ 

ȠȨȷȶȠȰɍ ℗  

ȩɭȹɝ 

観察するときは、生

きものたちを驚
おどろ

かせ

ないように、そーっ

と見守
み ま も

ってね！ 

ȽɊȫ 
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崖から湧
わ

き出す湧水には、「サワガニ」が暮らしています。湧水は1

年を通
つう

じて水温が一定
いってい

であるため、夏
なつ

の暑
あつ

さが苦手
に が て

なサワガニでも

暮らすことができ、崖のすき間
ま

は絶好
ぜっこう

の隠
かく

れ場所になっています。 

Ỹ πψ πΰΤᾋϣϦσΜ ΦϜχϜΜϥϢ˂ 

♆θκχ ϣΰχβΩζωτϜʺήϘίϘσ ΦϜχΥ ϣΰοΜϥϢ˂ 

ȠȨȷȶȠȰɍ
ǢǋǨȌǍ  

πψʺήϘίϘσ
とり

ϬᾋϥάρΥπΦϥϢ˂ 

Φσ Υ Μ ϥ τψʺ
からだ

χ Φσ ΦϜχϜ ϣΰοΜϥϢ˂ 

 
ɉəɱɢɠɨ 

 
ȳɭȪɉ 



 

 

 

 

  

環境にやさしい管理をしている森

や海
うみ

で作られたものを使うように

しましょう。 

 

マンションのベランダや住宅の庭で、花壇やプランター

などを使って多くの生きものが利
り

用
よう

できる空間（手づく

りビオトープ）をつくりましょう！ 

︣ξΨϤРϷЕ˔ФϬ 

νΨϧΞ˂ 
ЎайрЅ 4 

צּ קּ נּ ḭ
צּ שּ ḵ 
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区内にある庭園や寺・神社などは、古くからの緑が生い茂り、多くの生きものが 

います。 

『親子
お や こ

生きもの調査』や『親子環境教室
きょうしつ

』、『自然観察会
かい

』など、自然や生きもの

を観察できるイベントに参加
さ ん か

してみましょう。 

ẰỸχ ◊Ϟ ᴟτ
した

ΰϙσΥϣʺ 

ΦϜχρ Ϧ›ΣΞ˂ 
ЎайрЅ 1 

 ̧ τϞήΰΜ ᶨϞ▫Ⱨ
し ご と

τνΜοʺ ΰο 

ΜΨϢʻ  

私たちの食
しょく

生活
せいかつ

は、多くの生きもののいのちから成
な

り立
た

っています。 

食べものは食べられる量
りょう

だけ盛
も

りつけ、好
す

き嫌
きら

いなく、残さず 

食べましょう。 

ΜχκϬ τΰʺꜛ χἻϙτḇּך
かんしゃ

ΰϢΞ˂ ЎайрЅ 2 

さっそく 
チャレンジだ！ 

 

 

環境や社会にやさしい方法
ほうほう

で作られたと認
みと

められ

た商品にはエコラベルが付
つ

いています。エコラベ

ルなどの環境にやさしい商品を選びましょう。 

ϵЀжЦиσςχḕẽτ 

ϞήΰΜ Ϭ
えら

ϖΞ˂ 
ЎайрЅ 3 

  

FSCᶸ
⌐╪⇔╞℮

 

チョコレートやコーヒー

などに付いているよ！ 
ノートや紙

かみ

容
よう

器
き

 

などに付いているよ！ 

出典）エコラベルなどは「生物多様性民間参画ガイドライン(第２版)」(環境省)より引用 
 

 

※エコラベルなどは一例です。 

 

ІГАФ2 

ІГАФ3 

生物多様性にやさしい仕事に

関する情報発信 

エコラベルなど 

生物多様性に 

やさしい商品の紹介
しょうかい

 

П ș̓ ǞǭǋȅǠ  ӽѱ ֵ H0118017 

 肥後細川庭園にある看板
かんばん

 

 ̧ Ϭ ựτḇ
かん

αϥάρΥπΦϥϢΞτʺ
じょうほうはっしん

 

ΰοΜΨϢʻ 

 
出典）エコラベルなどは「生物多様性民間参画ガイドライン(第２版)」(環境省)より引用 

※エコラベルなどは一例
いちれい

です。 

生物多様性に 

やさしい公園づくり 

Ϭ︢
まも

Ϥʺ
つた

Πʺζΰο
あたら

ΰΨ Ϥ ΰοΜΨθϛτʺϙσήϭτϜπΦϥά

ρΥΚϤϘβʻꜛ ΥЎайрЅβϥ‮
こうもく

Ϭ
ともだち

Ϟᴪ
か ぞく

ρЄϴϯΰʺԁ
いっしょ

τЎайрЅΰ

οΨιήΜ˂ 

はな

אל  ḵךּ

 ̧ Ϟה῝ σςχ ựσ Υ Ττσϥ︡
とりくみ

Ϭΰο 

ΜΨϢʻ 

 ̧ Υ ΤσϘκξΨϤϬΰοΜΨϢʻ 

生物多様性に対
たい

する理解
り か い

・浸透
しんとう

 

緑を植えるため

のガイドブック

の作成
さくせい

 

生物多様性を豊かにするために、文京区が取
と

り組
く

むこと 

自然や生きものと触れ

合う機会
き か い

づくり 
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生物多様性を豊かにするためにみんなができること 

ІГАФ͍ 

住宅・事業所
じぎょうしょ

などに 

身近な緑をつくる取組 

文京区にいる生きもの

の情報発信 


